
南アルプス市都市計画マスタープラン改定
第2回市民ワークショップ
『次世代に残す“まち”』

開催報告

テーマ 『次世代に残す“まち”』

開催日
10月31日（木）
19：00～21：00

会場
地域防災交流センター２階
多目的ホール

参加者
19名（10代～70代）
＊高校生7名参加
3つの班に分かれて議論

開催概要

当日の様子

当日の流れ（概要）
①前回のおさらい
市民意向調査の結果（抜粋）
の説明

②前回の振り返りに関する議論
③まちの将来像に関する議論
グループワーク

④全体発表



いただいた意見の一部（1班）

いただいた意見の一部（2班）

いただいた意見の一部（3班）

内容に関するお問い合わせ先：南アルプス市建設部都市計画課
（住所）〒400-0395 山梨県南アルプス市小笠原376番地
（mail）toshikei@city.minami-alps.lg.jp（電話）055-282-6394

• 安心・便利で生活できる、
好きと言えるまち

• 娯楽施設、労働環境が充実
なまち

• 福祉、子育て、教育が充実
なまち

• 交通便利、通行安全なまち

• 市民が環境保護、空き家報告に協力
し、積極的に市の公共施設を利用、
イベントを参加する

• 行政が子育て支援施設の設置、避難
対策強化

• バスのアクセスを改善
• 労働環境の改善

まちの将来像 必要となる行動

• 次世代のまちのあり方を考
慮したまち

• 農地を保全し、空き地・空
き家、自然財産の管理、活
用ができるまち

• 免許が返納できる公共交通
網を強化したまち

• 支えあい、広域連携ができ
るまち

• 市自然財産の管理をする
• 農地・農業機械管理から食料自給率
向上、農産業の振興を目指す

• IC開発に合わせて、市の持続可能性
のための土地利用と交通網を計画す
る

• 住民主導のコンパクトシティ
• 広域での連携と支えあいを図る

まちの将来像 必要となる行動

• 南アルプスのアイデンティ
ティが明確なまち

• 南アルプスのブランドがで
きている

• 自然に近く、住みやすく、
安全安心なまち

• 市民が南アルプス市の魅力
を外部への発信

• 南アルプスの観光資源のブランド化
• 移住者増加のための情報発信
• 防災を基点とした市民活動の活発化、
ボランティア活動、イベントの市民
企画や積極的な参加

• 市民が自由に使える場所を設ける
• エリアを区別したゆるいコンパクト
シティ化、公共交通の活用

まちの将来像 必要となる行動

市民ワークショップを２回開催して
10代（高校生）から80代までの様々な世代の意見を聞くことができました。特に
高校生の意見を聞けたのは非常に良かったです。今後の都市計画マスタープラン
改定への検討材料としていきます。


